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計画

• オンライン研究プロトコル
– プロトコル数を平成２１年度と平成２２年度の合計で１００プロトコルを目指す。

• オンラインリポート
– 糖鎖機能に関するもの、糖鎖を産業に活用している方のリポートをトータル２０にする。

• 新規データベースの整備

– グリコシダーゼデータベース（九州大学・伊東信先生）

– 糖鎖関連特許のデータベース（産総研）

– 癌などに関する糖鎖マーカーのデータベース（産総研）

– 糖鎖と病原体のデータベース（継続・収集）

– 糖鎖関連遺伝子の阻害剤データベース（継続・収集）

– 糖鎖関連遺伝子DNAマイクロアレイをデータベース化して公開（理研・JCGG）

– 線虫の糖鎖関連遺伝子のRNAi後のフェノタイプのデータベース（九州大学野
村先生）

• 統合検索完成
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糖鎖科学プロトコルのデータベース

協力：立命館大学
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GlycoPOD

– 糖鎖を研究している方でも論文の “Materials and methods” でプロトコルを作成するが難しい。

– 糖鎖の研究領域に入りやすくするためのプロトコルを整備する。

– ２ヶ年計画で１００以上のプロトコルを収集する。

– OpenIDを利用してプロトコルを登録できる。

– 各ステップの注意事項やコツやコメントなどを登録できる。

H21年度～
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OpenIDでログイン
通常の制御：

・ログイン後にコメントや評価やプロトコ
ルの登録ができる。
・登録した人だけが編集できる。
・編集中は公開されない。

・クリエイティブ・コモンズに従って、他人
が書いたものを利用（改変）して別のプ
ロトコルを登録できる。

登録システム完成



プロトコルの詳細

• イントロダクション

• 必要な試薬・器具

• 手順

• 図を用いた結果の見方

• 参考になる論文

• ステップごとのコメント・注意
事項

プロトコルを評価できる
・難しさのレベル
・わかりやすさ
プロトコル毎にＱ＆Ａを設置
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GlycoPOD:現在の状況

• プロトコルの選定

• 依頼する先生を探す

• 正式に依頼

• 原稿集めする

• 約５０のプロトコルを登録

• 引用したものや著作権に触れる画像などの再確認（著者→産総研）

• 出版社と産総研がやり取りして承諾をとる。

• 公開

平成21年 平成22年
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糖鎖合成に関する統合データベース

協力：野口研究所

7



化合物
DB

オンライン研究プロトコル：糖鎖合成統合データベース
野口研究所から統合DBへデータを移行する仕組みを構築

反応DB

JCGGDB
化合物DB

合成反応
DB

MOLファイル

MOLファイル登録、
※JCGG-COM IDを付加するAPI

RXNデータファイル

公開してもよい反応
を出力するAPI

※既存JCGGIDではなく別体系のID（JCGG-COM0000001）

登録API

APIAPI

④MOLファイル登録後、JCGG-COM IDの返信

②登録可能返答（moleculeID, 処理番号の返信）
⑤定期的にリストを取得

⑥リスト出力

①変換MOLファイルの登録要求（moleculeIDの送信）

③登録MOLファイルの送信

API

平成21年度開発済

統合糖鎖合成
データベース

野口研・糖鎖合成

データベース

H22年度計画

平成22年度開発

同様に、他の研究機関からのデータも取り込めるようにする
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進捗：データをやり取りする仕組みの仕様が決まり、現在
入札の公示を行っている。９月末までに納品予定。

野口研独自開発
CSEditor



オンライン研究プロトコル：糖鎖合成統合データベース
合成経路検索システムの開発(糖鎖構造から検索できるようにする)

JCGGDB
化合物

DB

合成反応
DB

統合糖鎖合成
データベース

野口研究所 岐阜大学 他機関（将来）

化合物DB

合成経路
合成の条件
リソース
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野口研独自開発
CSEditor



糖鎖の有機合成プロトコル

• 野口研究所の山田氏も糖鎖の有機合成するプロト
コルも整備したいと要望があり、GlycoPODのシス
テムをコピーして収集する。

• 山田氏が集めて頂けるそうなのでこちらではシステ
ムの管理やデータを登録するサポートを行う
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糖鎖関連マーカーのデータベース
Tumor Markers Reference DB

TuMaR DB
AIST
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マーカーＤＢ

• 臨床現場で利用されている８１
の有名な腫瘍マーカーを収集

• 収録している情報

– 腫瘍（ステージ）

– サンプル数

– 感度（Sensitivity ）・特異度
(Specificity)

– カットオフ

– 抗原が糖鎖・糖タンパク質かど
うか？（分かっているだけで２１種類が
糖鎖に関連している）

– 論文の情報

現在のマーカーのスペックが解る。
新規マーカー開発の参考になれば有益。

画面まわりを整えた後で
公開する予定
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オンラインリポート

AIST
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JCGGDB・オンラインリポート

コンセプト

• Basic分野では、最新の糖鎖合成パスウェイ・分解パスウェイを専門の先生にミニレビュー
方式でリポートして頂く。

• 最近の話題として、糖鎖機能に関するもの、糖鎖を産業に活用している方のレポートを依頼
中。

• パスウェイの制御や仕組みをドキュメント化する

• 新しい知見が出た場合にはその都度アップデートする

• 読み物と遺伝子等のデータベースが連携する仕組みを構築中

• 公開済み http://jcggdb.jp/doc/
– N-結合型糖鎖：産総研 千葉研究員＆横尾研究員

– 遊離糖鎖：理研 鈴木匡先生

– 糖タンパク質の品質管理：東大 山本一夫先生

• 原稿依頼中
– 北海道大学：菅原先生、山田先生にヘパリン、ヘパラン（硫酸）、コンドロイチン（硫酸）、デルマタン

（硫酸）、ヒアルロン酸のレポートを依頼→主にパスウェイや機能について

– ムチン関連：原稿依頼先選定中

– バイオシミラー：原稿依頼先選定中

– 糖タンパク質製剤：原稿依頼先選定中
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JCGGDB CMS
• 読み物はあるけど関連した

情報を探すのが大変でし
た。

• 今は手動でリンクをつけて
いる。

• 文書中に出てくる遺伝子名
や糖鎖構造の名前を認識
して自動でＪＣＧＧＤＢのア
ライアンスＤＢにリンクをつ
ける仕組みを開発中。
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発現情報を公開する仕組みを構築

協力：理化学研究所＆糖鎖科学コン
ソーシアム（ＪＣＧＧ）
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GlycoGene
発現情報の解釈支援システム

JCGG(RIKEN)

解析依頼

サンプル情報登録
DNAマイクロアレイ解析データ

Normalization

Statistical 
analysis

特徴的な構造を合成する
遺伝子のセットの有意差を
統計学的に処理をする結果を閲覧

閲覧権限の制御
・一定期間だけ限られた人のみ
・最終的には一般に公開

AIST:
・遺伝子セット作成
・Pathwayのデータ作成
・PathwayのViewer
・サンプル情報登録
・結果画面のアクセス制御

外注先:登録後のデータを
・Normalization (LOWESS etc.)を実行する/しない
・Plotを表示(クリックで遺伝子の情報を閲覧・外部ＤＢの複数リンクを可能にする)
・AISTが用意した遺伝子セットから有意のあるセットを出力(E < 0.05  ※可変)

分担

処理・保存

複雑な基質特異性
を解釈するのは大
変。GGDBで蓄積し
た基質特異性の情
報を利用して構造を
推測する

入札の公示中17



糖鎖関連遺伝子の
阻害剤ＤＢ

AIST
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GG阻害剤ＤＢ

• 論文から情報を集める（現在：２８６エントリー）
– 阻害剤の名前、 別名(略称) 、 IUPAC、 論文の情報、生物種、 GENE_ID、

ターゲットの遺伝子名、 EC番号、 Ki（阻害定数）、 IC50（50%阻害濃度）、
阻害の様式、構造式、 CAS番号、 日化辞（ＪＳＴ）、 分子量

• 阻害剤のＭＯＬファイルを作成
– 後で構造を画像にできる

– 同じ構造かどうか

– 類似構造を分類できる

• 公開＋GlycoGeneなどの遺伝子のＤＢと連携

完了

野口研究所が独自に開発した
CSEditorを利用させていただく。
糖鎖の構造描画に特化したツール

作業
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グリコシダーゼの基質特異性の
データベース

ＡＩＳＴ

協力：九州大学（伊東先生）
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グリコシダーゼ基質特異性ＤＢ

• 遺伝子の情報を分類した。

• バクテリアなどの遺伝子の
情報も分類

• 基質特異性の情報を論文か
ら収集する作業

• 阻害剤のＤＢと連携予定
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赤痢、ボツリヌス中毒症、コレラ、肺炎、
インフルエンザ、食中毒(ノロウイルス)、
ライム病、尿路感染、口蹄疫、狂犬病など
に関する病原体を収録

病原体（アドヘシン・レクチン・
表面タンパク）と宿主の糖鎖構造

病原体: 127
結合情報: 1695

病気: 102

As of Jan 15,2010

Pathogen Adherence to Carbohydrate DB
(PACDB)

真菌、細菌、ウイルス、トキシンなど
論文: 211

2010年1月18日に公開

病原体と病気の情報結合情報
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レクチン分子と糖鎖の情
報が解っているものを中
心に集める

別プロジェクト（計画中）から出てくる
ウィルスと糖鎖の結合情報を格納して
いく予定。



糖鎖関連疾患と
その原因遺伝子のデータベース

• Glyco-Disease Genes Database
– ７７の病名を収録

– 原因遺伝子(糖鎖関連遺伝子)
– 専門家が書いた病態情報（日本語・英語）を収録

– 関連するJCGGDB Allianceへのリンク

• GlycoGeneDatabase（GGDB）
• Functional Glycomics with KO mice DB（産総研＋名大；未公開）

• FlyGlycoDB（創価大学：未公開）

• グリコシダーゼのＤＢ（未完成）へのリンク

– 外部へのリンク

• OMIM23

遺伝子のＤＢと外部の専
門家が構築した病気のＤ
ＢやＷｅｂとリンクしてい
る。
新しい情報が出た時には
追加している。



統合検索

AIST
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統合検索の開発

用語の種類（病名、局在を
表す用語、現象、機能など
を分類して色分けかレイ
ヤー分けして表示する）

専門用語の整備
Enju構文解析器を利用し
て論文から用語を抽出す
る。現在用語を抽出するた
めに必要な品詞のパター
ンを作成中。

同様に糖鎖関連の日本語
の特許の情報をJumanを
利用して用語を抽出する
予定。
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最終的にはＪＣＧＧＤＢのアライアンスのＤＢを巻き込んで統合検索できるようにす
る。年度末に完成版を公開する予定



JCGGDB Alliance（最終案）

FlyGlyco DB

N-glycan
Conformation DB

Knockout Mouse DB

Ritsumeikan
Univ.

Nagoya Univ.

Executive 
Committee of 
Lipid Database

RIKEN, Systems Glycobiology
Research Group

Noguchi 
Institute

Soka Univ.

Seikagaku
Corp.

Glycan Synthesis DB

RCMG, AIST Tsukuba

Nagoya City 
Univ. 

KEGG Kyoto
Univ.

201026
GlycoGene DNA 

microarray database

線虫 糖鎖関連遺伝子database

Glycosidase database

糖鎖と病原体のdatabase

Glycotechnology
特許database

Kyushu Univ.

Pathway database

オンラインプロトコル

オンラインリポート

阻害剤database


